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長い夏休みが終わりました。これまで静かだった校舎に児童生徒の元気な声が響きわたり、活気が戻って

きました。今回は、高等部３年生の就業体験、高等部２年生の施設見学やハローワーク訪問について紹介し

ます。また、進路情報についてもお知らせします。 

 

 

 

 

６月１３日（月）～６月２４日（金）の２週間、

就業体験を行いました。自分の進路選択に向けて

大切な学習であるため、気持ちを引き締めて取り

組みました。慣れない環境で、初めのうちは緊張

している様子も見られましたが、事前に取り組

んできたことを生かし、精一杯働くことができ

たと思います。緊張しながらも真剣に取り組む

姿を見ることができ、充実した２週間を送っているように

感じました。 

一方で体調管理、返事や報告、集中力の持続等の面で課題がみられた生徒もいましたので、

次回は、全員が目標を達成できるように取り組んでほしいと思います。 

どの生徒ももう一度自分の課題を見つめ直し、日々の学校生活を送ることができるように

していきたいです。 

 

 

 

７月８日（金）に、高等部２年生１１人と職員で「社会福祉法人豊寿会 障

がい者総合福祉施設 あいそら羽島 障がい者就労支援事業所グッドジョブ

羽島」へ見学に行ってきました。 

あいそら羽島では、委託作業のハンガーのウレタンがけやモップの小さな

糸くず取り、また喫茶店の営業をされているため、パンの製造や接客の様子、

入所スペースの見学をさせていただくことができ、１０月の就業体験へ向け

ての意欲を高めることができました。 

 

 

 

７月２０日（水）に、高等部２年生１８人と職員で、ハローワーク岐阜を訪問しまし

た。前半は雇用指導官の方からのお話で、「企業の求める人材」や「働くことの意味」等

について学習しました。働くための準備として普段から心掛けていくべきことを再認識

することができたと思います。秋には２度目の就業体験を迎える２年生にとって、大変

勉強になりました。 

後半は、実際に求職端末を使い、求人票の見方、検索の仕方を教えていただきました。

自分に合った条件の入力と検索を行いましたが、なかなか自分の理想や条件に合う求人

はなく、現実の厳しさを知ることもできました。 

今回の訪問で学んだことをこれからの進路学習や就業体験に役立てていけるとよいと

思います。そして、今後ご家族の方も一緒にハローワーク岐阜を訪問し、就業体験先を 

探したり、情報収集をしたりしていただければと思います。なお、訪問される際には、 

事前に学校に連絡をいただきますようお願いいたします。 
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パソコンにて、求

人の検索をしてい

ます。 



  

 

 

 平成２８年７月１日に開設された新規事業所を紹介します。 

 見学を希望される場合は、学校から連絡をしますので、担任にお申し出ください。 

 

進 路 情 報 

 

 

事 業 所 名  ： ワークステーション岐阜 

サービスの種類 ： 就労継続支援Ｂ型事業所 

内 容 ： 箱折り・シール貼り（梱包用の化粧箱を組立てる作業・ビニール袋にシールを貼る作業） 

          軽作業（チラシを折って封筒に入れる作業・冊子にパンフレットを挟む作業等） 

         ポスティング（ポスティングする地域まで徒歩で移動し、チラシを一戸建てや集合住宅のポ

ストに投函する作業） 

住 所 ： 〒５００－８４５１ 岐阜市加納上本町３－１４ 平田ビル１Ｆ 

電 話 番 号  ： ０５８－２１４－６１６１ 

開 所 時 間  ： ８：３０～１６：００（作業時間：９：００～１５：００） 

工賃・給料  ： 時給２００円～ 

そ の 他 ： 昼食は無料で提供、交通費は片道分を助成します。 

         併設のＡ型事業所と連携し、幅広い就労体験、訓練を提供します。 

対 象 地 域  ： 岐阜市および周辺地区 

対 象 者 ： 身体・知的・精神障がい者・難病等 


